
平成７年８月２４日  

交 通 企 画 課  

血液型と交通事故の関係について 
 

★ 調査期間 平成７年４・５月の２ヶ月間 

★ 調査対象者 県内で発生した人身交通事故 

第１当事者 ３，０６５人 

   第２当事者 ２，７４８人 

   合計  ５，８１３人 

 

Ａ型 （３８．１％） 

１ 交通事故の発生率が高い 

 第１当事者で、Ａ型の占める割合は、４４．１％と高い発生率を示している。 

 特に、高齢者は、４８．７％と発生率が高い。 

 なお、第２当事者は、３８．８％である。 

２ 速度の出し過ぎによる事故が多い 

 違反別では、最高速度違反が４６．４％、安全速度が４７．８％と速度の出し過ぎによる事故の発生率

が高い。特に、女性の安全速度が５０％と高い。 

３ 歩行者を跳ねたり、追突や自損事故が多い 

 横断や、対・背面歩行者を跳ねる事故が４６．７％、追突事故が４６．４％、自損事故が４４．６％と

多く発生している。 

４ カーブや直線道路での事故が多い 

  カーブでの事故は５１．３％、直線道路での事故は４５．５％と多く発生している。 

 

Ｏ型 （３０．７％） 

１ 深夜から未明にかけての事故が多い 

 ２２時から４時の間の構成率が３１．５％（他の時間帯２５．１％）と、多く発生している。 

２ 右側通行による事故が多い 

 右側通行による事故が３９．４％と、多く発生している。 

３ シートベルト、ヘルメットの着用率が悪い 

 シートベルト着用率 ヘルメット着用率 

Ｏ型 ７３．６％ ７８．１％ 

Ａ型 ７６．３％ ８４．７％ 

Ｂ型 ７８．１％ ９２．５％ 

ＡＢ型 ７９．５％ １００．０％ 

平均 ７６．２％ ８５．７％ 

４ 交通事故の発生が少ない 

 Ｏ型の構成率は、２５．７％と少ない。 

 なお、第２当事者は２９．８％である。 



Ｂ型 （２１．８％） 

１ 交通事故の発生率が高い 

 第１当事者で、Ｂ型の占める割合は、２３．９％と高い発生率を示している。 

 なお、第２当事者は２３．８％である。 

２ 交差点の事故が多い 

 交差点における構成率が２６．２％と多く発生している。 

３ 交差点に関係する違反が多い 

 信号無視２５．９％、一時不停止３０．８％、徐行不履行２９．５％、右左折違反２６．１％と、交差

点における違反が多くを占めている。 

４ 横断歩行者の事故が多い 

 横断不適による歩行者が、３１．６％と、多くを占めている。 

 

ＡＢ型 （９．４％） 

１ 未明から明け方に多く発生している 

 ２時から６時の間の構成率が８．７％（他の時間帯６．２％）と、多く発生している。 

２ 右側通行の事故が多い 

 右側通行が９．１％と多く発生している。 

３ 交通事故の発生が少ない 

 ＡＢ型の構成率は６．３％と少ない。 

 なお、第２当事者は７．７％である。 




